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田
原
総
一
朗
で
す
。
僕
は
二
〇
二
四
年
四
月
一
五
日
に
九
〇
歳
に
な
っ
た
。
僕
の
年
ま
わ
り
は
、
世
の
中
一

般
で
言
え
ば
、
こ
こ
ま
で
生
き
て
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
、
最
晩
年
の
余
生
を
静
か
に
送
る
べ
き
時
間
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

で
も
僕
は
、
ま
っ
た
く
そ
う
い
う
気
持
ち
に
な
れ
な
い
。
そ
れ
な
り
の
仕
事
を
し
て
き
た
と
い
う
自
負
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
が
、
ど
う
し
て
も
一
丁
上
が
り
と
は
行
け
な
い
。
い
ま
も
朝
か
ら
晩
ま
で
永
田
町
や
霞か

す
みが
関せ
き

を
せ
わ
し
く
歩
き
回
り
、
多
く
の
人
た
ち
と
会
い
、
議
論
し
、
論
争
し
、
発
信
す
る
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

田
原
流
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
濃
密
な
日
々

　

た
と
え
ば
、
二
〇
二
三
年
四
月
の
第
二
週
、
第
三
週
は
こ
ん
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
。

　

四
月
三
日
（
月
）
朝
八
時
起
床
。
一
〇
時
四
〇
分
、
新
宿K

’s cinem
a

で
小
泉
純
一
郎
vs
田
原
対
談
映
画

『
放
送
不
可
能
。』
上
映
記
念
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
古
賀
茂
明
氏
と
。
一
五
時
、
毎
日
新
聞
出
版
で
編
集
者
と
打

ち
合
わ
せ
。
一
七
時
半
、
齋
藤
健け

ん

法
相
と
議
員
会
館
で
面
談
。
二
四
時
就
寝
。
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四
日
（
火
）
朝
八
時
起
床
。
一
〇
時
四
〇
分
、
新
宿K

’s cinem
a

で
『
放
送
不
可
能
。』
上
映
記
念
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
の
二
日
目
を
下
村
満
子
氏
と
。
一
七
時
、
Ｂ
Ｓ
朝
日
番
組
打
ち
合
わ
せ
。
二
三
時
半
就
寝
。

　

五
日
（
水
）
朝
八
時
起
床
。
一
四
時
、
伊
勢
﨑
賢
治
氏
ら
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
停
戦
を
求
め
る
会
見
。
一
五

時
、「
朝
ま
で
生
テ
レ
ビ
！
」（
テ
レ
ビ
朝
日
、「
朝
生
」）
打
ち
合
わ
せ
。
夕
食
後
、『
週
刊
朝
日
』
原
稿
執
筆
。

二
四
時
就
寝
。

　

六
日
（
木
）
朝
八
時
起
床
。
一
一
時
、「
田
原
カ
フ
ェ
」
の
次
回
ゲ
ス
ト
濱
井
正
吾
氏
と
打
ち
合
わ
せ
。
一

三
時
半
、
官
邸
で
総
理
秘
書
官
の
嶋
田
隆た

か
し

氏
と
面
談
。
一
六
時
、
自
民
党
本
部
で
二
階
俊
博
氏
と
面
談
。
一

七
時
、
Ｂ
Ｓ
朝
日
番
組
打
ち
合
わ
せ
。
一
八
時
半
、
小
泉
純
一
郎
氏
、
中
川
秀
直
氏
と
会
食
。
二
四
時
就
寝
。

　

七
日
（
金
）
朝
八
時
起
床
。
一
四
時
、『
潮う
し
お』
で
細ほ
そ

谷や

雄
一
氏
と
対
談
。
一
六
時
、『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
で
倉

重
篤あ

つ

郎ろ
う

氏
と
と
も
に
田
岡
俊し
ゆ
ん次じ

氏
と
鼎て
い

談だ
ん

。
二
四
時
就
寝
。

　

八
日
（
土
）
朝
八
時
起
床
。
一
六
時
、
テ
レ
朝
ア
ー
ク
放
送
セ
ン
タ
ー
入
り
。
一
七
時
、
Ｂ
Ｓ
朝
日
「
激

論
！
ク
ロ
ス
フ
ァ
イ
ア
」
収
録
。
二
三
時
半
就
寝
。

　

九
日
（
日
）
朝
八
時
半
起
床
。
一
四
時
、
元
『
話
の
特
集
』
編
集
長
・
矢
崎
泰
久
氏
を
偲し
の

ぶ
会
に
出
席
。
夕

食
後
、『
読
書
人
』
原
稿
執
筆
。
二
四
時
就
寝
。

　

一
〇
日
（
月
）
朝
八
時
起
床
。
一
一
時
、
番
組
ス
ポ
ン
サ
ー
の
タ
ク
ミ
商
事
に
挨
拶
。
一
四
時
、
日
経
Ｂ
Ｐ
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
一
六
時
、『
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
』
で
島
田
裕ひ
ろ

巳み

氏
と
対
談
。
二
四
時
就
寝
。

　

一
一
日
（
火
）
朝
八
時
起
床
。
一
〇
時
半
、
僧
侶
池
口
恵え

観か
ん

氏
と
面
談
。
一
一
時
半
、
順
天
堂
医
院
で
定
期

検
診
。
一
五
時
、
文
藝
春
秋
で
打
ち
合
わ
せ
。
一
七
時
、
Ｂ
Ｓ
朝
日
打
ち
合
わ
せ
。
一
八
時
半
、
喫
茶
「
ぷ
ら

ん
た
ん
」
で
「
田
原
カ
フ
ェ
」、
ゲ
ス
ト
濱
井
正
吾
氏
。
二
四
時
就
寝
。

　

一
二
日
（
水
）
朝
八
時
起
床
。
一
五
時
、「
朝
ま
で
生
テ
レ
ビ
！
」
打
ち
合
わ
せ
。
夕
食
後
、『
週
刊
朝
日
』

原
稿
執
筆
。
二
四
時
就
寝
。

　

一
三
日
（
木
）
朝
八
時
起
床
。
一
一
時
四
五
分
、
東
京
都
副
知
事
宮
坂
学ま
な
ぶ

氏
、
ス
ロ
ー
ニ
ュ
ー
ス
代
表
瀬

尾
傑ま

さ
る

氏
と
ラ
ン
チ
。
一
四
時
、
下し
も

重じ
ゆ
う

暁あ
き

子こ

氏
と
の
対
談
を
文
藝
春
秋
で
。
一
七
時
、
Ｂ
Ｓ
朝
日
打
ち
合
わ
せ
。

二
三
時
半
就
寝
。

　

一
四
日
（
金
）
朝
八
時
起
床
。
一
一
時
半
、
小
林
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
定
期
検
診
。
一
四
時
、『
リ
ベ
ラ
ル
タ
イ

ム
』
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
一
六
時
、
朝
日
新
聞
社
で
打
ち
合
わ
せ
。
一
八
時
、
デ
ー
ト
。
二
四
時
半
就
寝
。

　

一
五
日
（
土
）
朝
八
時
起
床
。
一
四
時
、
テ
レ
朝
ア
ー
ク
放
送
セ
ン
タ
ー
入
り
、
一
五
時
、
Ｂ
Ｓ
朝
日
「
激

論
！
ク
ロ
ス
フ
ァ
イ
ア
」
収
録
。
一
八
時
、
八
九
歳
誕
生
会
。
二
四
時
半
就
寝
。

　

一
六
日
（
日
）
朝
八
時
起
床
。
一
五
時
、
早
稲
田
大お
お

隈く
ま

塾じ
ゆ
くＯ
Ｂ
一
〇
〇
人
と
誕
生
会
。
二
四
時
就
寝
。
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死
の
瞬
間
ま
で
時
代
の
変
化
と
向
き
合
い
た
い

　

こ
れ
だ
け
動
き
回
っ
て
も
、
僕
は
ま
だ
ま
だ
や
り
足
り
な
い
。
知
り
た
い
こ
と
、
訊き

き
た
い
こ
と
、
勉
強
し

た
い
こ
と
、
表
現
し
た
い
こ
と
、
伝
え
た
い
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
な
の
だ
。
こ
の
気
持
ち
を
わ
か
っ
て
も
ら
う
に

は
、
僕
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
軌
跡
を
た
ど
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

僕
は
本
当
は
作
家
に
な
り
た
か
っ
た
。
大
学
時
代
に
は
、
一
生
懸
命
小
説
を
書
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
賞
に
応

募
し
た
が
、
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
。
仲
間
か
ら
は
、
お
前
は
才
能
が
な
い
か
ら
早
く
や
め
た
方
が
得
策
だ
と

言
わ
れ
た
。
そ
れ
で
も
小
説
を
書
く
こ
と
を
諦
め
き
れ
ず
、
や
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
さ
す
が
に
同
世
代

の
石
原
慎
太
郎
と
大
江
健
三
郎
と
い
う
天
才
が
彗す

い

星せ
い

の
ご
と
く
登
場
し
、
の
ち
に
芥
川
賞
を
取
る
彼
ら
の
作
品

を
読
む
に
及
ん
で
、
こ
れ
は
と
て
も
か
な
わ
な
い
と
踏
ん
ぎ
り
が
つ
い
た
。
そ
れ
で
僕
は
、
文
学
の
道
を
諦
め

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
目
指
し
、
そ
の
道
だ
け
を
七
〇
年
近
く
走
り
続
け
て
き
た
。
テ
レ
ビ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
と
し
て
数あ

ま
た多
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
作
り
、
書
き
手
と
し
て
二
〇
〇
冊
以
上
の
本
を
書
き
、「
朝

ま
で
生
テ
レ
ビ
！
」
や
「
サ
ン
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
テ
レ
ビ
朝
日
、「
サ
ン
プ
ロ
」）
の
司
会
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
し
て
永
田
町
を
動
か
す
ニ
ュ
ー
ス
を
発
信
し
続
け
、
こ
の
二
〇
年
は
歴
代
首
相
に
対
し
て
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
感
じ
た
こ
と
を
衷
心
か
ら
意
見
具
申
す
る
役
割
を
演
じ
て
き
た
。
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世
の
基
準
か
ら
す
れ
ば
、
特
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
世
界
で
言
え
ば
、
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
お
や
り
に
な
り
ま

し
た
ね
、
成
功
さ
れ
ま
し
た
ね
、
こ
こ
ま
で
さ
れ
た
の
な
ら
後
は
悠
々
自
適
に
暮
ら
し
て
は
い
か
が
で
す
か
、

と
い
う
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
に
僕
に
向
か
っ
て
そ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
見
方
が
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
。
田
原
は
い
い
年
し
て
い
つ
ま
で
テ
レ
ビ

で
偉
そ
う
に
し
て
い
る
ん
だ
と
か
、
田
原
は
も
う
ボ
ケ
た
、
老
害
以
外
の
何
物
で
も
な
い
、
そ
ろ
そ
ろ
次
世
代

に
譲
っ
て
、
立
つ
鳥
跡
を
濁
さ
ず
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
厳
し
い
声
も
耳
に
入
っ
て
く
る
。

　

た
だ
、
僕
は
い
ず
れ
の
人
た
ち
に
対
し
て
も
、「
ノ
ー
」
と
言
わ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

　

僕
に
と
っ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
は
、
終
わ
り
の
な
い
仕
事
な
の
だ
。
時
代
と
と
も
に
歩
み
、
時
代
の
変
化

を
敏
感
に
感
じ
取
り
、
そ
れ
が
ど
こ
か
ら
来
る
も
の
な
の
か
、
ど
う
い
う
方
向
に
変
化
し
て
い
く
の
か
を
、
真

摯
に
、
執し

つ

拗よ
う

に
、
追
い
続
け
る
こ
と
だ
。
時
代
の
変
化
は
途
切
れ
る
こ
と
が
な
い
。
そ
う
で
あ
る
限
り
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
は
死
の
瞬
間
ま
で
そ
れ
に
付
き
合
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。
老
い
て
衰
え
た
僕
で
な
い

と
見
え
な
い
時
代
の
姿
と
い
う
の
も
あ
る
は
ず
な
の
だ
。

　

僕
に
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
守
る
べ
き
三
つ
の
原
則
、
追
求
す
べ
き
理
想
が
あ
る
。

　

一
つ
は
、
日
本
に
二
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
こ
と
。

　

二
つ
は
、
言
論
の
自
由
を
守
り
抜
く
こ
と
。
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三
つ
は
、
野
党
を
も
っ
と
強
く
し
て
日
本
の
民
主
主
義
を
強き
よ
う

靭じ
ん

に
す
る
こ
と
。

社
会
を
映
す
「
鏡
」
を
常
に
作
り
変
え
る

　

い
ま
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
あ
り
、
ガ
ザ
危
機
が
あ
り
、
米
中
間
の
対
立
激
化
か
ら
台
湾
有
事
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。「
新
し
い
戦
前
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
時
代
の
こ
の
国
で
、
僕
ら
戦
争
の
惨
劇
を
知
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
が
声
を
上
げ
な
く
て
ど
う
す
る
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
。
ま
た
、
安
倍
晋
三
政
権
時
代
の
放
送
法
四
条

「
政
治
的
公
平
」
の
解
釈
変
更
、
つ
ま
り
「
反
政
府
的
な
番
組
は
取
り
締
ま
る
」
と
い
う
方
針
が
力
を
持
ち
つ

つ
あ
る
現
状
を
見
て
も
、
言
論
に
対
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
責
任
は
ま
す
ま
す
重
く
な
っ
て
い
る
。

　

民
主
主
義
と
い
う
も
の
が
、
政
権
交
代
に
よ
っ
て
活
性
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、
い
ま
の
野
党
の
弱
体

化
は
、
政
治
自
体
を
損
ね
る
よ
う
な
、
あ
る
意
味
で
の
危
機
的
状
況
を
招
来
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
日
本
の
現

在
と
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
原
点
か
ら
し
て
、
い
ま
僕
は
「
は
い
、
引
退
し
ま
す
」
と
言
う
よ
う
な
状

況
に
は
、
ま
っ
た
く
な
い
。

　

田
原
総
一
朗
と
い
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
時
代
を
映
す
一
つ
の
「
鏡
」
だ
と
思
っ
て
い
る
。
時
代
の
あ
る

面
を
切
り
取
り
、
そ
こ
か
ら
社
会
の
全
体
像
を
俯ふ

瞰か
ん

し
て
映
し
出
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
い
ま
の
混
迷
の
核
心
、

事
の
本
質
が
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
見
極
め
、
徹
底
的
に
斬
り
込
ん
で
い
く
。
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僕
の
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
人
々
が
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
を
避
け
て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
タ
ブ
ー
と
さ
れ
る
領

域
に
、
そ
の
鏡
を
積
極
的
に
持
ち
込
ん
で
き
た
つ
も
り
だ
。

　

東
京
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
現
在
の
テ
レ
ビ
東
京
）
時
代
に
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
作
っ
た
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

青
春
」
が
そ
う
だ
っ
た
し
、
書
き
手
と
し
て
数
々
の
弾
圧
を
押
し
返
し
な
が
ら
『
原
子
力
戦
争
』（
筑
摩
書
房
、

一
九
七
六
年
）
や
『
電
通
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
）
を
書
い
た
時
も
そ
う
だ
っ
た
。

　

も
う
三
七
年
間
も
続
け
て
い
る
「
朝
生
」
は
、
時
代
の
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
見
方
、
意
見
、

解
決
策
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
を
多
彩
な
人
た
ち
の
論
争
に
よ
っ
て
映
し
出
そ
う
と
す
る
「
鏡
」
だ
っ
た
し
、
政

局
を
も
動
か
す
こ
と
に
な
っ
た
「
サ
ン
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
永
田
町
の
生
々
し
い
権
力
闘
争
を
ス
タ
ジ

オ
の
「
鏡
」
に
映
し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
の
あ
る
が
ま
ま
の
姿
、
そ
の
深
層
の
あ
り
よ
う
を
お
茶
の
間

に
届
け
よ
う
と
す
る
試
み
だ
っ
た
。

　

僕
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
時
代
に
よ
っ
て
そ
の
「
鏡
」
の
形
や
角
度
を
作
り
変
え
て
き
た
。
あ
る

時
は
映
像
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た
。
あ
る
時
は
活
字
が
ど
こ
ま
で
「
鏡
」
の
役
割
を
果
た
せ
る
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
そ
し
て
こ
の
四
半
世
紀
は
、
テ
レ
ビ
と
活
字
を
ツ
イ
ン
・

タ
ー
ボ
と
し
た
立
体
的
な
「
鏡
」
に
よ
っ
て
、
世
の
中
の
陰
影
を
活
写
し
続
け
て
き
た
つ
も
り
だ
。

　

さ
ら
に
は
、
Ｉ
Ｔ
の
進
歩
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、Y

ouT
ube

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
が
出
て
き
て
も
、
僕
は
そ
れ
ら
と
シ
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ン
ク
ロ
し
て
自
分
の
「
鏡
」
を
広
げ
て
き
た
。ChatGPT

の
画
期
的
な
意
義
と
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
人
工

知
能
研
究
の
最
先
端
を
行
く
東
京
大
学
の
松
尾
豊ゆ

た
か

教
授
に
さ
ま
ざ
ま
な
示
唆
を
受
け
た
り
も
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
の
最
先
端
を
走
る
俊
英
た
ち
に
教
え
を
乞
う
て
、
ど
う
す
れ
ば
時
代
状
況
を
よ
り
広
範
に
捉
え
る

「
鏡
」
と
な
れ
る
か
、
試
行
し
て
き
た
の
だ
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
泉
は
「
好
奇
心
」

「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
」
の
元
管
理
人
・
西
村
博
之
と
も
対
談
し
た
し
、
い
ま
や
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
に
ま
で
手
を
出
し

て
い
る
ホ
リ
エ
モ
ン
こ
と
堀
江
貴
文
に
は
、
証
券
取
引
法
違
反
で
収
監
さ
れ
て
い
た
刑
務
所
に
ま
で
会
い
に
い

っ
た
。「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
で
芸
術
監
督
を
務
め
て
大
炎
上
し
た
津
田
大
介
と
も
「
な
ぜ
日
本
人
は

空
気
を
読
ん
で
失
敗
す
る
の
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
大
激
論
し
た
。

　

自
分
で
も
ツ
イ
ッ
タ
ー
（
現
在
の
Ｘ
）
で
の
発
信
を
始
め
た
し
、Y

ouT
ube

で
「
田
原
総
一
朗
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
も
起た

ち
上
げ
、
時
事
問
題
か
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
生
活
の
姿
ま
で
、
発
信
し
て
い
る
。

　

意
外
に
も
、
僕
が
朝
、
目
玉
焼
き
を
作
っ
て
い
る
映
像
に
ア
ク
セ
ス
数
が
多
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
手
伝
っ

て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら
で
き
る
の
だ
が
、
生
の
ま
ま
の
僕
自
身
を
「
鏡
」
の
中
に
映
し
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
裸
の
実
像
も
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
恩
恵
を
も
ら
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っ
て
い
る
感
じ
が
す
る
。

　

時
代
と
と
も
に
、
あ
る
い
は
メ
デ
ィ
ア
の
進
化
と
と
も
に
、
時
代
を
映
す
田
原
総
一
朗
の
「
鏡
」
も
変
化
し

進
化
し
て
き
た
。
時
代
を
追
い
か
け
、
何
と
か
追
い
つ
こ
う
と
し
て
き
た
。
僕
は
そ
の
自
負
だ
け
は
あ
る
。
そ

れ
を
最
後
ま
で
進
化
さ
せ
つ
つ
時
代
を
切
り
取
っ
て
い
き
た
い
。
七
〇
年
近
く
や
っ
て
き
た
そ
の
仕
事
を
最
後

ま
で
貫
徹
し
た
い
。

　

幸
い
な
こ
と
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
泉
で
あ
る
僕
の
「
好
奇
心
」
は
、
ま
だ
ま
だ
泉
の
ご

と
く
湧
い
て
く
る
。
若
い
人
か
ら
も
不
思
議
が
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
だ
け
は
衰
え
を
知
ら
な
い
。

　

新
し
い
も
の
が
出
て
く
る
と
、
ふ
つ
ふ
つ
と
興
味
が
湧
い
て
く
る
。
な
ぜ
、
そ
れ
が
生
ま
れ
た
の
か
、
今
後

ど
う
な
る
の
か
、
古
い
も
の
と
ど
ん
な
葛
藤
が
起
き
る
の
か
、
と
い
っ
た
疑
問
が
次
々
に
出
て
く
る
。
ど
う
し

て
も
関
係
者
に
会
っ
て
直
接
質た

だ

し
た
く
な
る
。
い
ま
の
僕
に
は
、
多
く
の
方
々
が
直
接
会
っ
て
く
れ
、
僕
は
話

を
聞
け
る
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
逃
す
手
は
な
い
。

　

僕
は
、
サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
の
有
名
な
詩
「
青
春
」
を
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
。

青
春
と
は
人
生
の
あ
る
期
間
で
は
な
く
、

心
の
持
ち
か
た
を
言
う
。
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薔バ

薇ラ

の
面
差
し
、
紅
の
唇
、
し
な
や
か
な
手
足
で
は
な
く
、

た
く
ま
し
い
意
志
、
ゆ
た
か
な
想
像
力
、
炎も

え
る
情
熱
を
さ
す
。

（
中
略
）

六
〇
歳
で
あ
ろ
う
と
一
六
歳
で
あ
ろ
う
と
人
の
胸
に
は
、

驚
異
に
魅ひ

か
れ
る
心
、
お
さ
な
児ご

の
よ
う
な
未
知
へ
の
探
究
心
、

人
生
へ
の
興
味
の
歓
喜
が
あ
る
。

（
中
略
）

二
〇
歳
で
あ
ろ
う
と
人
は
老
い
る
。

頭こ
う
べを
高
く
上
げ
希
望
の
波
を
と
ら
え
る
限
り
、

八
〇
歳
で
あ
ろ
う
と
人
は
青
春
に
し
て
已や

む
。

（
サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
著
、
作
山
宗
久
訳
『
青
春
と
は
、
心
の
若
さ
で
あ
る
。』
テ
ィ
ビ
ー
エ
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一

九
八
九
年
）

　

九
〇
歳
の
一
線
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
僕
の
心
境
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
代
弁
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
て
く
る
。
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確
か
に
、
い
ま
の
僕
に
は
か
つ
て
の
よ
う
な
冴さ

え
が
な
く
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
滑
舌
が
悪
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
認
め
る
。
話
も
繰
り
返
し
が
多
く
な
っ
た
と
よ
く
指
摘
さ
れ
る
。

　

そ
れ
で
も
僕
は
日
々
現
場
に
出
て
、
新
し
い
人
と
会
い
、
新
し
い
話
を
聞
き
た
い
。
出
会
い
の
な
か
で
僕
も

刺
激
を
受
け
、
さ
ら
に
新
た
な
思
考
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。
老
害
、
老
醜
と
言
わ
れ
よ
う
と
も
、
走
っ

て
走
っ
て
、
時
代
を
走
り
抜
け
た
い
。

　

こ
こ
ま
で
七
〇
年
近
く
疾
走
し
て
き
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
世
界
が
、
い
か
に
深
く
広
が
り
の
あ
る
世
界

な
の
か
、
僕
は
僕
な
り
に
体
で
会
得
し
て
い
る
と
思
う
。
そ
こ
に
、
い
ま
を
映
し
た
い
。

さ
ら
に
豊
か
に
生
き
直
す
た
め
に

　

正
直
言
っ
て
、
あ
と
何
年
生
き
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
過
去
に
病
気
も
し
て
い
る
し
、
そ
れ
ほ
ど
頑
健
な

体
で
も
な
い
。
た
だ
僕
は
、
最
後
の
一
呼
吸
を
す
る
時
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
や
っ
て
き
た
こ
と
を
後

悔
し
た
く
な
い
。
昨
日
よ
り
今
日
の
方
が
い
い
仕
事
が
で
き
た
、
明
日
は
も
っ
と
面
白
い
こ
と
に
出
会
う
か
も

し
れ
な
い
と
、
最
後
ま
で
信
じ
て
死
に
た
い
。

『
全
身
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
』
と
い
う
本
書
の
タ
イ
ト
ル
は
い
さ
さ
か
面
は
ゆ
い
。
果
た
し
て
そ
こ
ま
で
の
仕
事

を
な
し
得
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
。
た
だ
、
僕
の
人
生
と
、
い
ま
現
在
の
生
き
方
を
振
り
返
る
と
、
こ
の
仕
事
以
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外
の
こ
と
に
は
ほ
と
ん
ど
興
味
を
持
て
ず
、
何
も
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
、
的
確
な
タ
イ
ト
ル
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

僕
の
家
に
あ
る
の
は
、
仕
事
に
関
わ
る
本
や
資
料
の
山
だ
け
だ
。
酒
も
飲
ま
ず
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
も
女
遊
び
も

一
切
し
な
い
。
す
べ
て
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
仕
事
に
投
入
し
て
き
た
こ
と
だ
け
は
事
実
だ
。

「
朝
生
」
の
放
送
中
に
出
演
し
た
ま
ま
死
に
た
い
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
掛
け
値
な
し
の
本
音
だ
。

な
ん
や
か
ん
や
議
論
が
弾
ん
で
、
盛
り
上
が
っ
て
い
る
最
中
、
い
つ
の
間
に
か
田
原
が
静
か
に
な
っ
て
い
た
、

よ
く
見
た
ら
呼
吸
し
て
い
な
か
っ
た

│
最
後
ま
で
一
線
で
の
仕
事
を
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
死
に
方
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

僕
は
こ
れ
ま
で
も
自
伝
的
な
本
や
、
人
生
に
つ
い
て
の
対
談
集
な
ど
を
出
し
て
き
た
。
な
か
で
も
『
塀
の
上

を
走
れ　

田
原
総
一
朗
自
伝
』（
講
談
社
、
二
〇
一
二
年
）
は
、
僕
が
全
力
で
書
き
下
ろ
し
た
も
の
だ
。

　

あ
れ
か
ら
十
余
年
。
ど
う
し
て
も
ま
た
自
伝
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
残
し
た
く
な
っ
た
。
現
場
を
走
り
抜

く
僕
の
こ
の
取
材
の
日
々
が
、
未
来
永え

い

劫ご
う

続
く
わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
の
一
〇
年
で
僕
が
新
た
に
経
験
し
考
え
た
こ
と
、
僕
が
日
本
の
戦
後
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
七
〇
年
近
く
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
活
動
を
し
た
結
果
培
っ
て
き
た
こ
と
、
急
速
に
姿
を
変
え
つ
つ
あ
る
日
本
と
世
界
に
僕
が
感
じ
る

こ
と
…
…
そ
れ
ら
を
き
ち
ん
と
形
に
し
て
残
す
こ
と
が
次
世
代
へ
の
使
命
で
は
な
い
か
と
思
え
て
き
た
。
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先
ほ
ど
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
ガ
ザ
危
機
、
台
湾
有
事
に
触
れ
た
が
、
国
内
に
目
を
転
じ
て
も
、
裏
金
問
題
や

数
々
の
不
祥
事
が
重
な
っ
て
自
民
党
は
揺
れ
に
揺
れ
、
国
民
の
政
治
不
信
は
深
ま
る
ば
か
り
だ
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
危
機
こ
そ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
出
番
だ
と
僕
は
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
少
し
ば
か
り
色
合
い
を
変
え
、
僕
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
ど
う
生
き
た

か
を
主
軸
に
し
て
、
僕
の
人
生
を
編
み
直
し
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
語
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
、
あ
え

て
触
れ
る
つ
も
り
だ
。
僕
の
最
後
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

構
成
は
、
毎
日
新
聞
客
員
編
集
委
員
の
倉
重
篤
郎
に
頼
ん
だ
。
倉
重
に
は
、
彼
が
連
載
し
て
い
る
『
サ
ン
デ

ー
毎
日
』
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
論
考
に
何
度
も
登
場
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
彼
と
と
も
に
何
人
も
の
時
代
の
重

要
人
物
に
取
材
を
し
た
。
こ
こ
数
年
の
付
き
合
い
だ
が
、
最
晩
年
の
僕
の
大
事
な
仕
事
仲
間
で
あ
り
、
僕
の
こ

と
を
深
く
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

各
章
の
終
わ
り
に
は
、
僕
と
付
き
合
い
の
あ
る
人
た
ち
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
、
倉
重
が
ま
と
め
て
く
れ
て
い

る
。
僕
の
言
い
分
だ
け
で
は
終
わ
ら
せ
な
い
立
体
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
本
書
に
よ
っ
て
、
僕
は
僕
の
人

生
を
、
さ
ら
に
豊
か
に
生
き
直
そ
う
と
思
っ
て
い
る
。
読
者
の
皆
さ
ん
に
、
時
代
を
見
抜
く
ヒ
ン
ト
や
、
い
ま

を
生
き
る
う
え
で
の
刺
激
を
与
え
ら
れ
た
な
ら
、
こ
ん
な
に
嬉う

れ

し
い
こ
と
は
な
い
。


